
政    策 :
基本施策 :

主管課長職・氏名

関係課長職・氏名

(１) 基本施策が４年間でめざす姿

(２) 基本施策目標値の達成状況
基準値 上：戦略目標見込値／下：達成値 目標値 進捗状況

No この基本施策に関わる基本施策目標指標
進捗率(%)

単  位

単  位

単  位

(３) 基本施策を構成する施策及び目標値の達成状況
施 策 名 基準値 上：戦略目標見込値／下：達成値 目標値 進捗状況

No
施 策 目 標 指 標 進捗率(%)

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位
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後期基本計画 令和　４年度 基本施策方針評価書

０６ 次代を担う人材の育成と、持続可能な行財政経営を進める部門
０３ 行政経営を支える情報システム基盤の確保

情報システム課長  鈴木　信

１．基本施策の令和 4年度までの実現状況を明らかにする

国のIT戦略や住民ニーズの多様化、急速なICT技術の進展などによる環境変化にも柔軟に対応しながら、持続的な行政経営

を支える安定した情報システム基盤の確保を目指します。

平成30年度 令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 4年度

暮 滝沢市の行政サービスは良いと感じている人の割合

1 ら 40 43 46 50 50 Ｃ
％ 37

し 38.4 37.6 35 40.9 40.9 30.0

幸 滝沢市で幸せに暮らしている人の割合

2 63 67 71 75 75 Ｃ
％ 60.1

福 65.4 62.6 62 63.2 63.2 20.8

平成30年度 令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 4年度

06030100 行政情報システム基盤の円滑な運用
暮

システム安定稼働率
1 ら

100 100 100 100 100 Ｄ
し ％ 100

100 100 100 100 100 0.0



り

がないと考えてお

りま

組

す。

また、ＣｈａｔＧ

み

ＰＴなどの生成ＡＩに

と

ついても、業務最適化

方

に利用可能な新たなツ

針

ールの一つと捉えてお

に

り、基本施策の

延長上

つ

にあるものと考えてお

い

ります。

(１) 令和

て

 6年度方針策定に際

の

し、今後の方向性や引

達

継課題
Ｂ 課題あり

住民

成

情報システムの標準準

（

拠システムへの更新が

実

令和７年度までとなっ

現

ているため、更新業務

）

のさらなる推進が必要

状

となり

ます。

また、サ

況

イバー攻撃の複雑化・

(

高度化に対応したセキ

１

ュリティ強化を継続し

)

ていく必要があります

 

。その一方で、Ｃｈａ

基

ｔ

ＧＰＴを始めとする

本

生成ＡＩなどの各種イ

施

ンターネットサービス

策

を導入し、業務の最適

の

化と両立していく必要

実

があります。

現に影響する社会環境変化

(２) 政策との関連性から基本施策の見直し

４．基本施策の実現に向けての今後の取り組みと方向性を明らかにする
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情報システム課長  鈴木　信

２．基本施策の実現に向けての令和 4年度までの取り組み状況を分析する

Ａ 達成した

仮想化基盤を中心とした情報システムの安定稼働の確保については、セキュリティ対策等の強化を実施しつつ、後期基本計

画の期間中の継続的な実施を達成しました。

また、経営資源である行政情報システムの最適

政

化についても、後期基

 

本計画の全期間を通し

 

て仮想化基盤への集約

 

などを推

進してきまし

 

た。

(２) 基本施策

策

内の取り組みと方針の

:

うち、令和 4年度の

基

重点課題の達成（実現

本

）状況
Ａ 達成した

【重

施

点課題】

市民の利便性

策

向上及び職員の業務効

:

率化に資するよう、デ

主

ジタル技術を活用した

管

行政経営を支える情報

課

システム基盤づくり

に

長

努めます。

【重点課題

職

に対応した達成状況】

・

行政手続オンライン化

氏

に対応し、子育て１５

名

手続き、介護１１手続

関

きの２６手続きの電子

係

申請対応を実施しまし

課

た。

またインターネッ

長

トセキュリティの更新

職

や、Office36

・

5導入を実施し、職員

氏

の利用環境整備に努め

名

ました。

３．基本施策

(

の実現に向けての令和

１

 4年度実施後での変

)

化を認識する

Ｂ 社会環

 

境変化あり

住民サービ

基

スを支える住民票デー

本

タなどを管理する住民

施

情報システムについて

策

、令和７年度までに国

目

の標準準拠システムへ

標

の更新が法律で定めら

の

れていますが、国の標

達

準仕様策定を中心に、

成

全体的な遅延が発生し

（

ています。

また、Ｃｈ

実

ａｔＧＰＴなどの生成

現

ＡＩの台頭による社会

）

変化が発生しつつあり

に

ます。

Ａ 必要なし

令和

向

７年度まで住民情報シ

け

ステムを標準準拠シス

た

テムへ更新することに

計

ついては、当初よりも

画

遅延が発生しています

期

。しか

し、それは各種

間

の問題を整理し、最適

内

化を進めるために遅延

の

している面もあり、基

取

本施策の見直しは必要
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主管課長職・氏名

関係課長職・氏名

(２)所管施策別事業実績表

No 施    策    名
計画額 実績額 比較 (%)
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情報システム課長  鈴木　信

06030100  行政情報システム基盤の円滑な運用
1

88,979 66,812 △24.9

06039000  【6-3 基本施策目標値入力用】
1

0 0 0.0


